
活動報告 

団 体 名 災害ボランティア 愛・知・人 

活 動 名 8月豪雨の被災者のための家屋復旧支援活動 

活動期間 2022/08/13～2022/10/31 

活動の成果 

●ニーズの振り分けをしていただいたおかげで、社協さんに同行しての現場調査

や作業指導に集中することができた。また、遠方にもかかわらず全国のメンバー

が続々と駆け付け、1軒ごと違う今後の方針（大工さんはいつ入るか？どこまで

をリフォームするか？など）のニーズを丁寧に聞き取りながら、100軒以上の

住民さんのお手伝いができた。 

●床上浸水家屋の断熱材撤去のための壁切り作業で使用する「マルチツール」の

技術を、次々とメンバーが習得し、効率のいい作業が出来た。 

●定期的に参加していた地元の一般ボラ 2名が、熱心に作業に取り組んでいただ

いた結果、技術の伝承ができたことは大きな成果だった。ベースを無償で貸して

いただいていた「おらだり基地」の大家さんが機材倉庫の提供をしてくださり、

大家さん含む 3名が新たに愛知人メンバーに加わり、新潟の拠点として「愛知人

新潟支部」を結成した。今後の新潟周辺の災害にはいち早く体制を整え、地元の

方を巻き込んで活動をしていくことが可能になった。 

寄付者への 

メッセージ 

村上市は広範囲で相当数の被害があり、いち早くボラセンが立上りました。早々

に技術系の支援要請団体として受け入れて頂き、荒川流域地区を担当しました。

中長期滞在者 8名が交代で平日も活動。週末には日本全国からメンバーが駆けつ

け 10～20名の体制。2か月間で 100件を超す被災家屋のニーズを完了できま

した。壁や床下には断熱材が入っており、壁の切断にはマルチツール、床板には

丸ノコが大活躍。今回も皆様からのご支援により、たくさんの皆様の笑顔に出会

えましたことご報告いたします。 

（活動のようす） 

 

  

  



 


